
    

      

一
、
限
界
を
迎
え
た
記
紀
史
観 

（
１
）
記
紀
を
中
心
と
し
た
歴
史
観
（
記
紀
史
観
） 

・
戦
前
→
神
話
と
歴
史
の
混
同 

・
戦
後
→
戦
前
の
反
動
と
し
て
の
神
話
の
否
定
と
解
体 

※
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
い
ず
れ
の
立
場
で
あ
っ
て
も
歴
史
や
文
学
の
研
究

が
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。 

（
２
）
記
紀
史
観
を
乗
り
越
え
る
可
能
性 

・
考
古
学
の
発
掘
調
査
の
目
覚
ま
し
い
成
果
が
新
た
な
道
を
切
り
開
い
た
。 

 

              

二
、
風
土
記
史
観
と
い
う
視
点 

古
代
の
各
地
に
生
き
た
名
も
な
き
人
々
の
「
生
活
史
」
を
浮
き
彫
り
に
し
て
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
左
右
さ
れ
な
い
「
里
の
暮
ら
し
」
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
歴
史
観
と
そ
れ
に
基
づ
く
古
代
研
究
の
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
。 

※
拙
著
『
風
土
記 

日
本
人
の
感
覚
を
読
む
』（
角
川
選
書
）
参
照 
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三
、「
国
引
き
神
話
」
を
見
直
す
（
細
川
家
本
を
校
訂
し
て
訓
読
し
た
） 

【
国
引
き
第
一
日
目
】 

意
宇
と
名
付
け
し
所
以
は
、
国
引
き
ま
し
し
八
束
水
臣
津
野
命
、
詔
り
た
ま
は

く
、
八
雲
立
つ
出
雲
国
は
、
狭
布
の
稚
國
な
る
か
な
。
初
国
小
ひ
さ
く
作
り
た
ま

ふ
。
か
れ
、
作
り
縫
は
む
と
詔
り
て
、
栲
衾
志
羅
紀
の
三
埼
を
国
の
余
り
有
り
や

と
見
れ
ば
、
国
の
余
り
有
り
と
詔
ら
し
て
、
童
女
の
胸
鋤
取
ら
し
て
、
大
魚
の
支

太
衝
き
別
け
て
、
は
た
す
す
き
屠
り
別
け
て
、
三
身
の
綱
打
ち
挂
け
て
、
霜
つ
づ

ら
繰
る
や
繰
る
や
に
、
河
船
の
も
そ
ろ
も
そ
ろ
に
、
国
来
、
国
来
と
引
き
来
縫
へ

る
国
は
、
去
豆
の
折
絶
よ
り
し
て
、
や
ほ
に
杵
築
の
岬
こ
れ
な
り
。
此
を
も
ち
て
、

堅
め
立
て
し
加
志
は
、
石
見
の
国
と
出
雲
国
の
堺
に
あ
る
、
名
は
佐
比
売
山
、
是

な
り
。
ま
た
、
持
ち
引
け
る
綱
は
、
薗
の
長
浜
、
是
な
り
。 

（
国
引
き
第
二
日
目
か
ら
第
三
日
目
ま
で
の
詞
章
は
略
す
） 

【
第
四
日
目
、
国
引
き
完
成
後
の
八
束
水
臣
津
野
命
の
言
葉
と
行
動
】 

「
今
は
、
国
引
き
終
へ
つ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、
意
宇
社
に
御
杖
衝
き
立
て
て
、

「
意
恵
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。 

（
１
）
国
土
創
生
の
奇
跡
を
語
る
神
話 

・『
旧
約
聖
書
』
の
創
世
記
（
岩
波
文
庫
本
、
関
根
正
雄
訳
） 

始
め
に
神
が
天
地
を
創
造
さ
れ
た
。（
中
略
）
神
は
そ
の
創
作
の
業
を
七
日
目
に

完
了
し
、 

七
日
目
に
す
べ
て
の
創
作
の
業
を
休
ま
れ
た
、（
九
頁
～
十
二
頁
） 

（
２
）
神
が
活
動
す
る
時
間 

・
益
田
勝
美
『
火
山
列
島
の
思
想
』
（
『
益
田
勝
実
の
仕
事
２
』 

ち
く
ま
学
芸
文
庫
） 

夜
が
明
け
る
―
―
伝
承
の
世
界
で
は
、
そ
れ
は
ず
っ
と
後
世
ま
で
も
、
単
な
る

時
間
の
推
移
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
に
そ
れ
は
鬼
の
退
場
の
時
刻
で
あ
っ
た
。

（
十
二
頁
、
中
略
）
夜
明
け
と
い
う
、
夜
と
朝
の
間
を
断
つ
ふ
し
ぎ
な
断
絶
の

ク
レ
バ
ス
の
底
知
れ
な
い
深
み
。
―
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
魔
力
あ
る
者
の
や

り
か
け
の
仕
事
も
、
す
べ
て
停
止
す
る
ば
か
り
か
、
一
瞬
に
し
て
そ
の
ま
ま
岩

と
な
り
、
山
と
な
る
（
十
四
頁
、
中
略
）
神
々
の
時
間
で
あ
っ
た
夜
が
明
け
放

た
れ
、
時
間
切
れ
の
神
々
が
退
散
し
て
い
っ
た
後
の
朝
の
風
景
の
中
で
、
神
々

の
時
間
に
語
ら
れ
演
じ
ら
れ
た
伝
承
の
残
像
を
見
出
そ
う
と
す
る
心
の
営
み

が
反
復
さ
れ
て
き
て
、
こ
の
よ
う
な
想
像
の
方
式
が
形
成
さ
れ
、
固
定
し
て
い

っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。（
二
十
六
頁
） 

※
神
の
行
為
と
時
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
柳
田
国
男
「
一
つ
目
小
僧
そ
の
他
」

（『
定
本 

柳
田
国
男
全
集 

第
五
巻
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）
に
次

の
よ
う
な
巨
人
伝
説
の
紹
介
が
あ
る
。 

榛
名
の
方
で
は
ま
た
榛
名
富
士
が
、
駿
河
の
富
士
よ
り
も
一
も
つ
こ
だ
け

低
い
理
由
と
し
て
、
そ
の
傍
な
る
一
孤
峰
を
一
畚
山
と
名
づ
け
て
ゐ
る
。

或
ひ
は
そ
れ
を
榛
名
山
の
一
名
な
り
と
も
い
ひ
、
今
一
畚
た
ら
ぬ
う
ち
に
、

夜
が
明
け
た
の
で
山
作
り
を
中
止
し
た
と
も
伝
へ
る
。（（『
定
本 

柳
田
国

男
全
集 

第
五
巻
』、
三
一
二
頁
） 

（
３
）
こ
れ
ま
で
の
主
た
る
学
説 

本
居
宣
長
「
玉
勝
間
」（『
日
本
思
想
大
系 

本
居
宣
長
』、
岩
波
書
店
） 

・
意
恵
と
は
、
事
に
労
き
て
苦
し
き
を
、
休
息
ふ
時
の
声
な
り
。（
三
二
八
頁
） 

加
藤
義
成
『
修
訂 

出
雲
国
風
土
記
参
究
』（
今
井
書
店
、
初
版 

一
九
五
七
年
） 

・
伝
承
者
た
る
先
人
が
、
み
ず
か
ら
狭
い
耕
地
を
広
く
す
べ
く
余
っ
た
土
を
引

き
、
欠
け
た
と
こ
ろ
を
補
っ
て
父
子
相
つ
い
で
開
拓
殖
産
に
従
っ
た
面
影
を

ま
ざ
ま
ざ
と
反
映
す
る
も
の
（
七
八
頁
～
七
九
頁
） 

石
母
田
正
「
古
代
文
学
成
立
の
一
過
程
」（『
日
本
古
代
国
家
論 

 

第
二
部
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
） 



・（
あ
る
晴
れ
た
日
に
）、
ゆ
る
や
か
に
巨
人
が
引
い
て
く
る
後
半
の
光
景
（
三

十
五
頁
） 

 
荻
原
千
鶴
『
出
雲
国
風
土
記 

全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、 

一
九
九
九
年
） 

・
朝
鮮
半
島
や
北
陸
か
ら
、
土
地
に
綱
を
つ
け
て
引
き
寄
せ
て
き
て
は
縫
い
足

し
て
、
出
雲
島
根
半
島
を
作
り
あ
げ
た
と
い
う
壮
大
な
神
話
だ
。（
中
略
）
古

代
の
生
活
者
の
実
感
が
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
こ
の
神
話
を
生
き
た

も
の
に
し
て
い
る
。（
三
九
頁
～
四
一
頁
） 

『
解
説 

出
雲
国
風
土
記
』
（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
） 

・
ヤ
ツ
カ
ミ
ズ
オ
ミ
ヅ
ヌ
は
、
こ
の
動
作
を
四
回
繰
り
返
し
、
国
引
き
を
お
こ

な
っ
た
。（
中
略
）
成
立
の
歴
史
的
条
件
と
し
て
地
域
社
会
に
お
け
る
集
団
労

働
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
コ
ラ
ム
１ 
五
十
七
頁
） 

（
４
）
八
束
水
臣
津
野
命
は
、
い
つ
「
国
引
き
」
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
の
か 

（
ア
）
神
が
活
躍
す
る
時
間
帯
→
夜 

（
イ
）
広
く
分
布
す
る
「
ダ
イ
ダ
ラ
坊
」
伝
説
→
夜
明
け
と
と
も
に
神
は
活
動
を
停

止
す
る
。 

（
ウ
）
神
の
活
動
停
止
と
と
も
に
作
り
か
け
た
山
や
土
地
は
永
遠
に
凝
固
す
る
。 

 
 

（
エ
）
神
の
時
間
帯
で
あ
る
「
夜
」
に
四
日
間
で
成
し
遂
げ
た
国
土
創
生
神
話 

 

四
、
日
本
海
で
生
ま
れ
た
「
国
引
き
神
話
」 

ー
海
か
ら
の
視
点
、
発
想
を
転
換
す
る
ー 

（
１
）
こ
れ
ま
で
の
解
釈 

石
母
田
正
「
古
代
文
学
成
立
の
一
過
程
」 

・
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
出
雲
の
岬
や
半
島
や
山
々
は
、
一
つ
一
つ
を
と
っ

て
み
れ
ば
、
い
ず
れ
も
古
代
出
雲
人
に
と
っ
て
親
し
み
深
い
土
地
で
あ
り
、

よ
く
知
ら
れ
た
名
所
で
も
あ
る
。（
中
略
）
国
引
き
の
詞
章
の
中
に
は
、
六
ー

八
世
紀
の
あ
い
だ
に
出
雲
人
が
中
央
と
の
交
渉
の
な
か
で
得
た
シ
ラ
ギ
や

コ
シ
の
知
識
が
は
い
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
雲
地
方
の
自
然
の
地
形
が
詞
章
に
表
現
さ
れ
た
よ
う
な
統
一
あ
る
景
観

―
た
と
え
観
念
的
に
せ
よ
―
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
視
点

の
中
心
に
な
る
と
こ
ろ
、
い
い
か
え
れ
ば
作
者
の
立
つ
場
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
れ
が
国
造
一
族
の
拠
点
た
る
意
宇
の
地
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
な
形
で
詞
章
が
完
成
さ
れ
た
段
階
と
基
盤
は
、
一

般
的
に
い
え
ば
、
出
雲
国
に
お
け
る
国
造
層
の
支
配
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
七
頁
～
四
八
頁
） 

松
本
直
樹
『
出
雲
国
風
土
記
注
釈
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
） 

・
出
雲
全
土
の
地
形
と
隣
接
国
と
の
地
理
関
係
に
も
精
通
し
た
国
造
が
、
国
府

の
あ
る
意
宇
郡
か
ら
の
視
点
を
も
っ
て
、
入
念
に
計
算
し
な
が
ら
纏
め
上
げ

た
と
う
の
が
、
い
ま
我
々
の
前
に
あ
る
国
引
き
神
話
の
実
態
な
の
で
あ
る
。

（
五
一
頁
） 

（
２
）
海
上
か
ら
の
視
点 

・
半
島
を
俯
瞰
で
き
る
場
所
は
ど
こ
か
？ 

 
 
 
 

・
新
羅
・
北
門
の
国
・
高
志
の
国
は
な
ぜ
見
え
た
の
か
？ 

・
対
馬
海
流
の
漁
業
の
道
を
仮
定
す
る 

・
対
馬
海
流
の
流
速 

気
象
庁
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
黒
潮
の
約
四
分
の
一
（
黒
潮
は
毎
秒
二
メ
ー
ト
ル

以
上
） 

→
対
馬
海
流
の
流
速
毎
秒
約
五
〇
セ
ン
チ
（
時
速
約
一
・
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
） 

→
二
四
時
間
で
約
四
三
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 



→
島
根
半
島
東
西
（
美
保
関
地
蔵
崎
～
日
御
碕
）
直
線
距
離
約
六
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル 

→
対
馬
海
流
に
乗
れ
ば
約
三
六
時
間
で
半
島
の
端
か
ら 

端
ま
で
移
動

で
き
る 

・
海
上
で
の
位
置
確
認
法
「
山
立
て
（
山
あ
て
）」 

日
本
漁
民
の
間
で
“
山
あ
て
”
と
呼
ば
れ
る
三
角
測
量
的
漁
場
探
索
法
が

世
界
中
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
漁
民
の
頭
の
中
に
は
伝
統
的
海
図
が
描
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
船
の
構
造
や
操
舵
術
、
諺
な
ど
も
含
め
た
風
や
潮

に
関
す
る
知
識
と
合
わ
せ
て
航
海
術
と
も
言
え
る
文
化
要
素
で
あ
る
が
、

漁
労
文
化
の
重
要
な
骨
格
を
成
し
て
い
る
。（『
文
化
人
類
学
事
典
』
縮
刷

版
、
弘
文
堂
、「
漁
労
・
漁
労
文
化
」、
二
〇
八
頁
） 

（
３
）【
仮
説
】 

四
回
の
国
引
き
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
と
も
い
え
る
去
豆
折
絶
・
多

久
折
絶
・
宇
波
折
絶
は
、
漁
民
が
海
上
か
ら
見
た
時
の
山
立
て
（
山
あ
て
）

の
目
印
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
→
イ
ラ
ス
ト
参
照
（
皇
學
館
大
学
の
板
井
正

斉
氏
の
助
力
を
得
て
作
成
し
た
） 

（
４
）
私
見 

国
引
き
は
石
母
田
正
が
「
詞
章
が
完
成
さ
れ
た
段
階
と
基
盤
は
、
一
般
的
に

い
え
ば
、
出
雲
国
に
お
け
る
国
造
層
の
支
配
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」
と
言
う
よ

う
な
形
で
整
え
ら
れ
た
伝
説
で
は
な
く
、
本
来
は
対
馬
海
流
に
乗
っ
て
日
本
海

で
漁
を
し
て
い
た
出
雲
の
漁
民
が
伝
え
た
伝
承
で
あ
り
、
当
初
か
ら
今
見
る
よ

う
な
四
夜
の
国
土
創
世
神
話
と
し
て
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
初
期
の

伝
承
の
記
憶
が
薄
れ
、
国
造
を
中
心
と
し
て
文
化
の
拠
点
が
内
陸
へ
と
移
行
し

た
後
、
農
業
や
河
川
に
関
わ
る
語
句
が
組
み
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

何
よ
り
も
、
陸
地
を
基
盤
と
し
た
従
来
の
解
釈
で
は
、
新
羅
や
高
志
の
国
が
視

野
に
入
っ
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
対
馬
海
流
に

乗
っ
て
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
追
い
、
遠
く
能
登
半
島
ま
で
漁
に
出
た
古
代
の
漁
民
の

存
在
を
仮
定
し
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
。
こ
の
仮
説
が
妥
当
だ
と
す
れ
ば
、

国
引
き
神
話
は
古
代
出
雲
の
名
も
な
き
漁
民
の
人
々
を
中
心
に
し
た
島
根
半

島
の
生
活
史
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
こ
そ
、
記
紀
で

は
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
古
代
の
「
里
の
神
話
」「
国
土
の
神
話
」
を
伝
え
る
風

土
記
な
ら
で
は
の
価
値
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

五
、
今
な
ぜ
風
土
記
史
観
が
必
要
な
の
か 

（
拙
著
『
風
土
記 

日
本
人
の
感
覚
を
読
む
』
よ
り
） 

 

経
済
、
産
業
、
文
化
が
大
都
市
に
集
中
し
地
方
の
衰
退
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
遅

ま
き
な
が
ら
地
方
再
生
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
産
学
官
を
あ
げ
て
さ

ま
ざ
ま
な
構
想
が
立
案
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
再
生
の
ヒ
ン
ト
は
、
あ
る
い
は
古

代
の
「
風
土
記
」
の
中
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
郷
愁
を
誘
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

以
上
の
意
味
が
こ
の
言
葉
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
を

見
つ
け
出
す
た
め
に
「
風
土
記
」
を
顧
み
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

が
、
こ
れ
ま
で
「
風
土
記
」
を
読
み
続
け
て
き
た
私
が
た
ど
り
つ
い
た
結
論
で
あ

る
。（
一
九
六
頁
） 

       



 

【
イ
ラ
ス
ト
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【
出
雲
国
風
土
記
地
図
】 


